
１ 進学するための学校数について（R6文科省学校基本調査:抜粋）

◆ 専修学校は、昨年より２０校減って３０００校です。（私立２８１４校、公立１７８校、

国立８校）都道府県別に見ると学校数が多い地域は、①東京都３８６校、②大阪府２１７校、

③愛知県１７０校で、少ない地域は①徳島県１４校、②秋田県１６校、③福井県１８校

です。なお、群馬県は６７校あり、１０１０８人の学生が専門学校に通学しています。

◆ 四年制大学は、昨年より３校増えて、８１３校あります。２９５万38人の学生が通学し

ています。男女比にすると、男子５９．３％、女子４０．７％です。大学女子学生の割合が

増加傾向にあります。これは過去最多の割合です。群馬県内には１５校の大学があります。

◆ 短期大学は、昨年より６校減って２９７校ありますが、大学女子学生の増加に伴い、短期

大学への進学は減少傾向です。群馬県内には７校の短期大学があります。

２ １，２学年保護者進路講演会より抜粋（実施日：R6.10.1）
＊多数の保護者の皆様にご出席いただきまして、誠にありがとうございました＊

（１）工業高校に高卒求人集中！！＜争奪戦＞
高校生に対する企業側の求人活動が活況を呈しています。少子化で労働力不足は慢性化し、

高卒求人に目を向ける企業が増えたことが背景にあります。

就職希望者が多く、実験や実習経験のある工業高校に人気が集まっています。

高校生側は、進学率の上昇から就職希望者は減少傾向にあり、人材獲得競争が激しくなってい

ます。

若いうちから実務経験を積めるという高卒はアドバンテージを生かして一生懸命働けば、

評価は上がり、待遇も良くなることが期待できます。大卒より４年度ほど早く社会人経験を

積んでいてキャリヤやスキルに繋がっている話を、多くの企業の方より伺いました。

（２）現在、社会で必要とされていることは･･･？
今現在、必要とされていることは「自ら考え、選択する力」。自分で考えて行動する力のな

い人は、いくら知識が高くても社会ではあまり求められないと認識してほしい。もちろん、知

識力は大切ですが、求められるものは、①「積極性」、「協調性」②「判断力」、「思考力」③

「コミュニケーション能力」などの人間性です。

３ いせさき就職面接会に参加して（実施日：R6.10.８）
伊勢崎市のプリオパレスで、高校、専門

学校、大学・短大の学生対象に就職面接会

が午後に実施されました。地元企業５３社

が参加して、仕事内容や求める人材などを

中心に説明していました。

今年度も恵まれた就職環境になり、学生

にとっては超売り手市場となっています。

大半の企業が人手不足で人材確保に向け採

用活動を強化していました。

本校を卒業し、この４月に就職した企業も参加していました。会社の方とコミュニケーショ

ンを取りながら、仕事に従事されている話を伺ってきました。

４ 民間就職希望者の採用内定状況について

就職一次採用内定率は95％となりました。近年では、高内定率の結果となりました。
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